
愛知教育大学、豊橋市自然史博物館、豊橋総合動植物公園他の共同チームは、愛知県渥美半島の豊橋市域において、２集団のアカハライモリを発見しました。本種の渥美半島集団は、かつて同半島固有の地方種族、「渥美種族」として報告された経緯があり、独特な形態的特徴や生活史を有す
ることが知られていましたが、1970年代の記録を最後に50年間確実な記録が途絶えており、同半島では絶滅したものと考えられてきました。一方、2016年の愛知教育大学の研究により、同県知多半島のイモリが渥美種族の残存集団であることが判明し、この集団は愛知県指定希少野生動植物種
１）に指定されました。本チームではこの状況を踏まえ、渥美半島からもアカハライモリを再発見することを目的とし、継続した野外調査を行ってきました。今回の発見の発端となったのは、古井戸の清掃作業の際に地域住民が偶然発見した１個体のイモリで、住民の１人から県自然環境課に
情報提供があったことでその存在が明らかになりました。この発見を踏まえて、井戸の近隣や、それと類似した環境を探索した結果、今回の２集団の発見に至りました。アカハライモリは日本国内で３つの大きな系統群に分かれることが知られており、渥美種族はその中では中部日本群と呼ば
れる系統に属しますが、同系統内では遺伝的に孤立した集団であり、同系統の他集団との間には交配行動の際の生殖隔離も存在するため、本種の多様性や進化史を解明する上で重要な材料と位置付けられます。現在本邦の生物多様性が急速に失われている中で、いったん消滅したと考えられて

いた地域固有集団が、実は生き残っていることが明らかになった意義は大きく、この集団が再度失われることのないよう、保全のための慎重な対応が望まれます。
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島田 知彦准教授

島田先生に伺いました

両生類はとても地域固有性の高い生きものです。DNA解析技術の発達

により、日本列島に棲んでいる両生類たちが、いつ、どうやってこの

島に来たのか。島の中でどんなふうに地域性ができたのか、それを今

でも維持しているメカニズムは何か、など、ひと昔前では考えられな

かったようなことが続々と調べられるようになってきています。これ

まで誰も気づかなった生きものたちの多様性を、ひとつひとつ解明し

ていく作業は、本当に楽しいですよ。

日本全国、面白い両生類がいればどこにでも行きますが、学生の頃は

東南アジアのボルネオ島を主なフィールドにしていました。毒ヘビに

かまれたり、ゾウの群れに遭遇して立ち往生したり、道を失って朝ま

で宿に戻れなかったり、いろいろひどい目にも遭いましたが、やっぱ

り熱帯のフィールドは格別ですね。

本学の
特色ある
研究

研究のことを話される
とき本当に楽しそうな
のが印象的でした。
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研究分野のキーワード：ボルネオ島 動物分類学

オタマジャクシ 流水環境 生物多様性

一番好きな両生類はサンショウウオ

A

A

研究の面白さ、魅力を教えてくださいQ

今までフィールドワークでどんなところへ行きましたか？Q
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研究室・実験室を見せてください

中には両生類では
ないものも…
つい拾ってきて
しまうそうです

研究室の壁一面に
道具や収集物が
収納されています

生態観察のための飼育室。
中には今回再発見された
アカハライモリ渥美種も。
水の循環システムはホーム
センターで購入した資材で
先生が手作りしたそうです

研究室の壁一面の収納には両生類の標本は

もちろん、哺乳類の骨や岩石など様々な収集物が。

見たことがない道具もたくさんあり、取材班が「金

属探知機」について伺うと、「カエルがどこで冬眠

しているかをどうしても知りたくて。金属片をカエ

ルにつけて追跡しようとしたのですが、意外と田ん

ぼには金属が多くて…失敗でした」と苦笑い。研究

は試行錯誤なのだとよく分かるエピソードでした。

ＤＮＡ分析を行う実験室には専門的な

実験器具が並びます。新種の判定には

ＤＮＡ分析が欠かせないそうですが、

一方で島田先生は「ＤＮＡを見れば新

種と分かるが、それだけではつまらな

い。カエルやイモリからしたら自分た

ちのＤＮＡは分からないので、彼らが

どのような特徴や行動によって種を見

分けているのかに興味があります。」

と仰っていました。フィールドワーク

や生体の観察に力を入れてる島田先生

らしいお言葉ですね。

島田先生はフィールドワークでの採集を除く、

標本制作やDNA分析、生態調査を愛知教育大

学内の研究室や実験室で行っています。

今回はその様子を隅々まで見せていただ

きました。

その他にも学内には専門的な器具でＤＮＡ分析を行う実験室や

生体の飼育をしている飼育室があります。一口に研究といっても

多数の工程があり、それぞれ

の工程で得た結果を基に様々

な角度から種の分化に迫って

いくことがよく分かりました。

小学生の時、担任の先生が教室に大きな

ヒキガエルを持ってきてくれて、しばら

く飼っていたことがありました。普段は

身じろぎひとつしないのに、ミミズを入

れると瞬時に動いて飲み込む姿に魅了さ

れ、毎日水槽に貼りついて、この生きも

ののことを何でも知りたいと思いました。

あの頃と今と、興味の出どころはほとん

ど変わっていないですね。

A

子どもの頃から

両生類に関心があったのですか？
Q

A 生きものは、子供にサイエンスの扉を開かせる、強力なツールの

１つです。生きものの触り方、見せ方、育て方を知っておくことは、

教員として大きな強みになります。

自然環境豊かな本学で、大学生のうちに

いろいろな生きものと出会って、その

魅力を子供たちに伝えるスキルを

磨いていって欲しいですね！ DNA分析のための
道具がずらり。
検体が保管されて
いる冷蔵庫には
秘密の研究メモ
も！？

大学生、高校生にメッセージをお願いしますQ



愛知県指定希少野生動植物愛知県に生息生育する野生動植物のうち、特に保護する必要がある種について、「自然環境の保全及び緑化の推進に関する条例」に基づいて指定されたもの。生きている個体の捕獲、採取、殺傷又は損傷、及び条例に違反して得られた個体やその一部、加工品の譲渡、
譲受け、引き渡し、引取り等の行為を知事の許可なく行うことが禁じられています。２）準絶滅危惧種現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっては「絶滅危惧」に移行する可能性のある種を指します。

古井戸から50年ぶりの再発見
アカハライモリ渥美種族

愛知教育大学、豊橋市自然史博物館、豊橋総合動植物公園

他の共同チームは、愛知県渥美半島において、２集団のア

カハライモリ「渥美種族」を発見しました。本種の渥美半

島集団は、1970年代を最後に50年間確実な記録が途絶えて

おり、同半島では絶滅したものと考えられてきました。

「渥美種族」の特徴

背面・腹面に独特な模様
小型の体サイズ
雄の婚姻色がない
水生傾向が強い
夜行性傾向が強い

消滅したと考えられていた地域

固有集団が、実は生き残ってい

ることが明らかになった意義は

大きく、この集団が再度失われ

ることのないよう、保全のため

の慎重な対応が望まれます。

発見されたアカハラ
イモリの渥美種。
背中の色は周囲に溶け
込んでいるので、見つ
けるだけでも難しそう
です…

近年の研究紹介

アカハライモリの希少性について

アカハライモリは環境省レッドリストで準絶滅危惧種に指定されており、今回発見され

た渥美種の2集団は愛知県指定希少野生動植物にも指定されました。これは愛知県に生

息生育する野生動植物のうち、特に保護する必要がある種について、「自然環境の保全

及び緑化の推進に関する条例」に基づいて指定されたもので、生きている個体の捕獲、

採取、殺傷又は損傷、及び条例に違反して得られた個体やその一部、加工品の譲渡、譲

受け、引き渡し、引取り等の行為を知事の許可なく行うことが禁じられています。

しかし、2016年本学の研究により、知多半島で渥美種族が

生き残っていたことが明らかになったことから、渥美半島

でも探索が続けられ、ついに渥美側でも再発見に至りまし

た。今回の発見の発端となったのは、地域住民が偶然発見

した１個体のイモリで、住民から県自然環境課に情報提供

があったことでその存在が明らかになりました。この発見

を踏まえて、井戸の近隣や、それと類似した環境を探索し

た結果、今回の発見に至りました。
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愛知教育大学と京都大学の共同チームは、日本列島および

朝鮮半島産のニホンアマガエル標本の分子遺伝学的、形態

学的解析をもとに、近畿地方を境界として東側と西側で種

レベルの分化が見られることを明らかにしました。西日本

産は中国・朝鮮半島・ロシア・モンゴルに見られる種と同

種であるのに対し、東日本産は樺太南部に見られる種と同

種と考えられます。また、境界線上には両種の交雑集団が

存在することも明らかになりました。

ヒガシニホンアマガエルを
新種として記載

大英博物館に収蔵されている

ニホンアマガエルの基準標本

（19世紀にF. シーボルトらが採集）※で

は、いずれも大腿に模様を欠い

ていたことから、西日本産の種

が真のニホンアマガエルである

ことが突き止められました。こ

のため、共同チームは、東日本

産の種を新種ヒガシニホンアマ

ガエルDryophytes leopardusと

して記載しました。

※島田先生プロフィールの写真で先生が示して

いるのがニホンアマガエルの基準標本スケッチ

です。

愛知県で見られるのは
新種のヒガシニホン
アマガエルです。
ぜひよく観察してみて
ください。

新種小名のleopardusは
ヒョウのような模様を
意味し、これは本種の
大腿部にしばしば見ら
れる斑点模様を表した
ものです。


